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愛知県において1987年から1993年までに分離された

サルモネラの血清型および薬剤感受性

荒川 正一 松本 昌門

斎藤 眞 石川 直久

　1987年～93年の7年間に愛知県においてヒトから分離されたサルモネラ1,110株について，血清型および

薬剤感受性の推移を調べた。供試株は給食従事者，食品従事者等からの保菌者および散発下痢症患者由来株

1,022株（保菌者等由来株），海外旅行者由来株36株および食中毒患者由来株52株である。保菌者等由来株の

血清型は93種に分かれた。主要血清型はS. Enteritidis，S. Litchfield，S. Hadar，S. Typhimurium，S. Infantis

などであった。最多のS. Enteritidisの分離頻度は92年以降著しく増大し，耐性率も増大傾向を示した。他

の血清型菌は期間中ほぼ一定に推移していた。アンピシリン（ABPC），セファロリジン（CER），ストレプ

トマイシン（SM），カナマイシン（KM），テトラサイクリン（TC），クロラムフェニコール（CP），コリ

スチン（CL），ナリジクス酸（NA）の8薬剤に対する薬剤感受性試験の結果，耐性株は465株あり耐性率は

46％であった。年次別の耐性菌の出現頻度は36～51％の間で推移した。薬剤耐性菌の耐性パターンは33パタ

ーンあり，SM単剤が最多で，SM. TC，SM. KM. TC，ABPC. SM. KM. TC. CP，ABPC. SM. TC. CPと

続いた。主要血清型別に耐性率をみると，S. Enteritidisは68％，S. Litchfield 30％，S. Hadar 92％，S.

Typhimurium 83％，S. Infantis 21％であり，血清型により特徴的な耐性パターンを示した。食中毒病因株の

血清型および耐性パターンをみると，分離頻度が高い血清型菌であったケースと，保菌者等由来株にはほと

んどみられない耐性パターンを示したケースがみられた。
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